
第２回 佐久市立天来記念館協議会次第 

 

                   日 時 令和８年２月５日（木） 

午後１時～ 

                   場 所 駒の里ふれあいセンター 会議室 

 

 

 １ 開  会 

 

  

２ あいさつ 

 

 

 ３ 会長選出 

  

 

４ 会議事項 

 

（１）令和８年度実施予定事業について 

 

（２）その他 

 

 

 ５ 閉  会 

                

 

 

 

 



令和８年度 佐久市立天来記念館 事業計画（案） 

 

１ 常設展示 通年 （展示替えあり） 

（１）「比田井天来・小琴の世界」代表的な作品や書稿・書道用具等を展示 

（２）門流書家の作品展示    常時約 30点の作品を展示 

（３）DVD（「比田井天来の生涯」・「比田井天来を習う」）により天来の「人・書・活

動」を紹介  

（４）パネル展示（1階を中心に）望月にある書碑等の紹介 

（５）書籍等の販売 比田井天来作品集や臨書展図録等  

２ 主な事業 

（１）天来記念館書道入門講座 

高校生以上の初心者を対象とし比田井天来の正当な流れを汲む一流の講師

の指導による講座 

＊期  間  4月～3月 毎月 1回 第 2土曜日（年 12回） 

＊会  場  駒の里ふれあいセンター等（2階会議室） 

 

（２）第十五回 比田井天来・小琴顕彰 佐久全国臨書展 

  比田井天来が提唱した古典臨書の意思を引き継ぎ「書のまちづくり」を推 

進し交流人口の創出を図るための全国規模の臨書公募展。 

＊期  間  令和８年 11月 21日(土）～12月 13日日） 

＊会  場  佐久市立近代美術館 

 

（３）第十七回 天来記念館書き初め展 

佐久市が「現代書道の父・比田井天来」生誕の地であることを市内小・中

学生に周知され、書道文化の進展されることを目的に開催。 

＊期  間  令和 9年 2月上旬～2月中旬 

＊会  場  天来記念館及び駒の里ふれあいセンター 

 

（４）第十四回 地元高校書道部作品展 

    地元高校書道部の活躍を地域の方々に知っていただくために開催。 

     ＊期  間  令和９年 3月上旬 

     ＊会  場  天来記念館１階 

     ＊対 象 校  書道部のある佐久地域の高等学校 

岩村田高校、野沢北高校、野沢南高校、佐久平総合技術高校、

小諸高校、佐久長聖高校ほか （予定） 

     ＊「佐久の日」関連イベントとしても実施予定    

 

 （５）「夏の寺子屋 in天来記念館」 

小・中学生を対象として、楽しい体験学習から書道に関係する自由研究 

のサポート等を行う。 

     ＊受 講 料  材料費のみ（2階 常設展は有料） 

  

  



3 天来記念館開館 50周年記念イベント 

    天来記念館が日本初の書道美術館として昭和 50年 6月に開館して 50年が経

ちました。昭和 48年に望月町から提出された「天来記念館建設趣意書と建設計

画」にはこう書かれていました。 

「近年、書道の隆盛にともない、天来先生のご偉業に対する再認識の機運が

一段と高まり、すでに昭和 37年と昭和 47年の 2回にわたる遺業展のほか、

遺著の復刊や遺作集の刊行などが相次いで行われています。まことに比田井

天来先生こそは、近代書道開拓の父ともいうべく、その偉大なご業績が万人

の斉しく敬仰するところであります。この度有志相図り、先生のご業績を顕

彰し、永く後世に伝えて後学の指標とするため、先生ご生誕の地である長野

県北佐久郡望月町に、「天来記念館」の建設を計ることとなりました。」 

 

天来記念館は、現在も、天来のふるさと・望月の皆様、天来に学んだ書家の皆

様、比田井天来先生を尊敬されている方々、書を愛する方々に支えられています。 

開館 50周年記念イベントを 6月に行う予定です。まだ全て企画の段階ですが、 

天来記念館建設時の思いを新たに計画させていただきます。 

ご助言、ご協力をいただきますようお願いいたします。 

 

４ その他 

 （１）「出前講座」の実施 

       「現代書道の父・比田井天来」についての講義や書道の実技指導等の

依頼があれば応ずる。 

対象は大人でも子どもでも可。時間も相談に応じる。 

 

（２）「佐久地区小中学校初任者研修会」等への協力 

 

（３）「天来図書館」の設置・更新 

 

（４）「臨書にチャレンジ」 

              

    

☆ 「天来記念館」は「書の聖地」と言って来館くださる方も多い反面、敷居が高いと

感じる方もいる。比田井天来とふるさと・望月の人々とのつながりの強さを伝え、

地域の方々により愛され、子どもたちが書に触れる機会をもてる事業となるよう、

協議委員の皆様をはじめ、いろいろな方々のご助言を取り入れていきたい。 

 


